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出題分析 

試験時間  90分 配点 60点 大問数 3題 

分量（昨年比較）〔減少 同程度 増加〕 難易度変化（昨年比較）〔易化 同程度 難化〕 

【概評】 

例年通り、大問 1が空所補充形式の小問集合で、残り 2つの大問が記述式である。 

例年、ハイレベルな問題が多く出題されている。今年度は確率ではなく場合の数から出題さ

れた。試験時間に対して内容が重いため、解ける問題を見極める力が必要となる。  

 

  

設問別講評 

問題 出題分野・テーマ 設問内容・解答のポイント 難易度 

１ (1)微分法 

(2)数列 

(3)積分法・整数 

(4)場合の数 

(1)円と 3 次関数の式を連立して𝑥 の 6 次式を考

える。原点で共有点をもつことに注意して因数

分解し、微分を用いる。(2)与えられた漸化式の

形から、𝑎𝑛+1 − 𝑎𝑛 について考えることができた

かがポイントであろう。この後もう 1 つステッ

プが必要なため、見た目の単純さの割に解きに

くい。(3)本学部頻出の積分に関する方程式の問

題である。まず両辺の次数を𝑚, 𝑛 で表すと𝑓(𝑥)

の次数が分かるが、整数分野の対策が手薄であ

った場合はここで手が止まってしまっただろ

う。その後は𝑓(𝑥) を適当な文字でおいて、両辺

を微分すると解答しやすい。(4)正九角形の 2頂

点を結ぶ直線で作られる正三角形の個数を求め

る問題である。ある辺に平行な直線が何本ある

かを考え、その直線となす角が60° のものについ

て考える。直線の傾きが何通り許されるかに注

意する必要がある。 

やや難 
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２ 座標平面上の点列 座標平面上の点を、2つの直線に関して次々に対

称移動させていく問題である。昨年度早稲田大

学教育学部１(3)と類似の設定であった。複素数

平面で考えるとすっきりするのだが、文系範囲

ではかなり考えにくい。 

(1)漸化式を作るか、いくつか実験をして帰納法

を用いればよい。最低限この設問だけは死守し

たい。(2)一般の𝑛 についてP𝑛 の座標を求めるこ

とも可能ではあるが、実験を兼ねてP1, P2, P3, …  

を求めていく方が確実であろう。周期性が得ら

れるまで根気強く計算を続けられたかが物を言

ったと思われる。(3)この設問も、現実的にはP𝑛 

を次々に求めていくことになるだろう。結果と

しては 2 つの正三角形が出てくるのだが、文系

範囲ではそのことに気付くのは難しい。 

やや難 

 

 

３ 平面図形の回転体 平面上の三角形を空間内で回転させた回転体に

ついて、体積の最大値を考える問題である。問題

文では「空間内の異なる 4点 A, B, C, D」とな

っているが、この 4 点は同一平面上にある。こ

こで少し戸惑った者もいたのではないだろう

か。 

(1)図形的に考えれば合同な三角形に着目する

ことで解答できる。余弦定理を用いて解答する

ことも可能ではあるが、答を導く際に少し注意

が必要である。(2)三角形の成立条件「2 辺の長

さの和は残りの 1 辺の長さよりも大きい」を用

いるのが最も簡明な解法であろう。(3)問題の回

転体は円錐絡みの立体になるが、2通りの形状が

存在するため、少々記述が面倒である。最大値を

得る際には「相加平均と相乗平均の大小関係」を

用いるが、等号成立条件および𝑡 の条件を満たし

ているかの確認は怠らないようにしたい。 

やや難 
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合格のための学習法 

全体的に難度が高い問題が出題されている。丁寧に読み解き計算をすることで解答がで

きるものもあるので、その見極めも必要である。得点を積み上げるためには、標準的な問

題をきちんと解けるようにしておきたい。そのうえで、頻出問題に関する知識は理解して

おくことが大切である。記述問題は、数値の正誤も大事であるが、それに至る論理や式変

形なども重要である。普段から記述形式を意識して思考過程や計算過程を明記するよう

にしておこう。 


